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病院敷地内全面禁煙のお知らせ

皆様のご理解とご協力をお願いします。

認知症について

＊眼科
＊がんセンター

医療依存度の高い患者の

在宅療養に向けた
　看護能力育成事業

熊大病院ニュース

本院は、患者本位の医療の実践、医学の発展及び
医療人の育成に努め、地域の福祉と健康に貢献する。

・ 良質な医療を受ける権利 
・ 十分な説明と情報提供を受ける権利 
・ 自分の意思で医療を選ぶ権利 
・ プライバシーや個人情報が保護される権利

・ 患者の希望、期待、要求を尊重する医療の実践
・ 安全安心で質の高い医療サービスの提供
・ 優れた医療人の育成 
・ 先進医療の開発と推進 
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・ 自分の健康状態について正確に伝える 
・ 本院の規則を遵守する 
・ 迷惑行為を行わない

【理　　念】

【基 本 方 針】

【患者の権利】

【患者の責務】

熊本大学医学部附属病院の建物内、 敷地内（含む
中庭、 駐車場） および病院周辺の道路は全面禁煙
です。 喫煙を確認した場合は、 来院者には退去勧
告、 入院患者さまには退院や転院を勧告いたしま
す。 禁煙へのご理解とご協力をお願いいたします。

熊本大学医学部附属病院 広報誌
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支援プログラム
実施中です！

看護師募集中
最先端の医療に携わってみませんか？

☎
担当：熊大病院 総務課 人事給与担当

096-373-5913



緊密な連携を有する「ハート
チーム」診療
　熊本大学医学部附属病院では、平成29年1月、
心臓血管センターを設置しました。これまで熊本
県における循環器救急医療は、全国に誇る県下の
病診連携のネットワークによりこれまでも迅速な
救命医療がなされてまいりましたが、「熊本大学
医学部附属病院心臓血管センター」はさらにこの
ネットワークを県下全域および周辺医療圏に広域
化するものです。
　

　当院は熊本県下唯一の特定機能病院として循
環器の高度先進医療を提供していますので、熊本
県下全域における循環器「救急」患者さま及び「重
症」循環器疾患患者さまを対象とし、内科的治
療、外科的治療及び救急医療を集約した集学的
先進医療を提供します。具体的には、当院心臓血
管外科との緊密な連携を有する「ハートチーム」

診療を活かして、内科外科の共同診療が欠かせ
ない
１. 三枝病変などの重症冠動脈疾患
　（狭心症や心筋梗塞）
２. 大動脈解離・大動脈瘤
３. 末梢動脈疾患
などへも迅速に共同して診療にあたれることが当
センターの強みです。

　上記対象疾患の症状や病態、また当「心臓血
管センター」で受けることのできる治療法などの
概要は、当センターホームページ※に詳細を記載し
ていますので、ご参照ください。県民の皆様への
循環器高度先進医療の幅広い提供に向け、当セ
ンターを活用いただきますと幸いです。

特集 1：心臓血管センター設置第 23 号　2017.09１ Kumamoto University Hospital News

循環器内科教授/診療科長・心臓血管センター長　辻田 賢一
心臓血管外科教授/診療科長　福井 寿啓

救急・総合診療部部長　笠岡 俊志

【監修】熊本大学医学部附属病院 循環器内科／心臓血管センター長　辻田 賢一  教授 

※心臓血管センターHP  http://www.kumamoto-heartcenter.com

【写真】 経カテーテル大動脈弁留置術（TAVI） 

【写真】 熊本県防災消防ヘリコプター「ひばり」

特 集
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【写真】 ハイブリット手術室（ハイブリッ
ト手術室とは、造影室機能と手術室機
能を融合させた施設で、高画質な透視・
撮影を行いながら手術が実施できる高
度な手術室。）

熊本県下全域を網羅した
循環器救急医療体制を目指して

熊本県下全域を網羅した
循環器救急医療体制を目指して

心臓血管センター設置心臓血管センター設置



新任役職者紹介

新任役職者挨拶／イベント紹介

耳鼻咽喉科・
　　頭頸部外科 教授

折田頼尚

　この度、耳鼻咽喉科・頭頸部外科の
教授に就任いたしました。
　私は頭頸部腫瘍が専門ですが、幸い
当教室には専門を異にする優秀な人材
が揃っております。元々得意な音声・嚥
下分野等に新たな得意領域を肉付けし
ていく形でより力のある教室にしたいと
思っております。
　新臨床研修医制度が始まって以来全
国的に耳鼻科医不足は深刻ですが、私
はもっと耳鼻科の良さを皆様に知っても

らいたいと思います。研修医の皆様に
は、当教室の若い先生達の生き生きし
た姿を見て頂き、是非耳鼻科を選んで
もらいたいものです。最高の医療を提供
するためには、まずスタッフが幸せであ
ることが不可欠です。
　私は、当教室を元気にするために岡
山からやってまいりました。どうぞよろし
くお願いいたします。

　２０１７年４月７日（金）「病児保育室（名称
「Mimi」）」の開所式が行われました。
　４月１０日（月）より運営を開始した病児保育
室は、本学の男女共同参画推進計画に基づく
事業として整備された学内保育施設で、職員の
就業と育児の両立を支援することを目的とし
ております。
　開所式には約50人が出席し、原田信志学長、
水田博志病院長より「職員が安心して仕事をで
きる環境を整えたい」と挨拶があり、看板が掛
けられました。　
※名称の「Mimi」はフランス語で「かわいくてた
　まらない」という意味。

病児保育室（Mimi）
開所式が行われました

イベント紹介 院内で行われたイベント等をご紹介します。

　２０１７年６月２９日（木）～７月７日（金）ま
で、毎年恒例となっている七夕飾りを外来ロ
ビーや中央診療棟エントランスホール他で展示
しました。笹竹には、患者様やご家族の様々な
願い事が書かれた短冊と飾り付けが施され、訪
れた人の目を楽しませていました。

七夕飾り

【写真】 開所式にて病児保育室（Mimi)の看板を掲げる原田学長
　　　（中央）と水田病院長（左）、山崎人事・労務担当理事（右）
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安東由喜雄教授（神経内科）
「第 67 回熊日賞」を受賞

【写真】 熊日賞の顕彰盾

【監修】熊本大学医学部附属病院 神経内科　安東 由喜雄 教授 

　本院神経内科の安東由喜雄教授が、第67回
「熊日賞」を受賞しました。
　安東教授は熊本大学病院医学部を卒業後、世
界の中でも県北部に患者の報告数が多い難病
「家族性アミロイドポリニューロパチー（ＦＡＰ）」
の根治療法を目指し、邦人初となる海外での脳死
肝移植に携わり、多くの患者を救命してきました。
また薬剤療法、遺伝子治療などの開発に取り組
み、２０１２年にはＦＡＰを含む疾患「アミロイドー
シス」の研究拠点を本院につくり上げました。
　このように長年にわたり、地域の発展や根治療

法の研究に尽力してきたことが評価され、今回の
受賞となりました。

　今回受賞対象の疾患となりました家族性アミロイドポリニュー
ロパチー（FAP）の研究は、今から30数年前、患者さんに対する共
感から始まりました。
　第一内科に入局した私は、医師になり3年目、荒木淑郎教授か
ら「君の明るい性格が患者さんに必要だ。患者さんの集積地であ
る荒尾市民病院に行って診療して欲しい」とおっしゃっていただき
ました。赴任するとそこには数名のFAP患者さんが手足がやせ細
り、下痢に苦しみ、痛みに耐えておられました。その時、患者会で
ある「道しるべの会」を立ち上げ、それ以来、今日までずっと診療・
研究に協力していただきました。
　本疾患に対し我々の研究グループは、アミロイド形成機構の解
析に始まり、肝移植、薬物治療、遺伝子サイレンシング、製薬メー
カーと行っている抗体治療の開発と、絶えずこの領域のトップラ
ンナーとして世界に情報発信してまいりました。この栄えある賞
を、これまで共に研究活動をしてくれた全ての同僚と、この病気で
苦しむ患者・家族の方々に捧げます。

安東 由喜雄 教授
1983年熊本大学医学部卒。2012年熊
本大学大学院生命科学研究部神経内
科学教授。2017年4月より熊本大学医
学部長兼任。Hono r a r yPhD賞（ス
ウェーデン）、小坂井望賞など国内外で
数多くの学術賞を受賞。

特 集
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知っ得！納得！Q A&

「認知症について」
　今や認知症は全国で500万人以上が罹患しているとされる、いわば‘ありふれた病気’ 
comon deseaseの一つとなりました。これから先、高齢者はさらに増加することが見込まれて
おり、認知症を持つ患者さんも増加する見通しです。今回は、認知症に関しての医学的、臨床的
なあれこれを紹介します。

【監修】熊本大学医学部附属病院 神経精神科　遊亀 誠二 助教

知っ得！納得！Q&A：認知症について

　認知症による記憶の障害は、老化による物
忘れと程度や内容が異なります。具体的には、
先週の日曜日に外食した食事内容を思い出せ
ないことは健常な高齢者でもよくありますが、
外食したエピソード自体を忘れてしまうことは
なく、このようにエピソード自体を忘れてしま
う場合は認知症を強く疑います。また、鍋焦が
しや通帳、印鑑、診察券の紛失など重大なミス
が続き、生活に支障が生じることも認知症の
特徴です。失敗を本人がよく覚えていなかった
り、重大性の認識が薄かったりすることも見分
ける手がかりになります。

老化による物忘れと
　認知症はどう違うのですか？Q A

　認知症は、記憶や言語能力、判断力、計算能
力などの脳の働き（認知機能）に障害が生じ、
生活に困難が生じている状態です。認知症の
原因となる病気は40以上もありますが、患者
さんのおよそ半分をアルツハイマー型認知症
が占めています。（図1）アルツハイマー型認知
症は、脳の神経細胞が徐々に死滅する神経変
性疾患で、記憶を司る海馬という器官の周辺
に病初期から障害が生じるため、通常は物忘
れで発症します。その後病変は脳全体に広が
るため、計算や言語の障害、道迷いなどのさま
ざまな機能障害がみられるようになります。

認知症とは
　　　   どんな病気ですか？Q A

　認知症を確実に予防する方法はまだ確立し
ていません。アルツハイマー型認知症の原因と
されるアミロイドβ蛋白の蓄積を減少させると
して様々の食材が紹介されていますが、その
効果の検証は不十分で、信憑性は今一つで
す。一方、糖尿病や高血圧などの生活習慣病が
認知症のリスクとなることは既に立証されてお
り、生活習慣病を中年の時期から治療するこ
とが認知症予防に重要とされています。また、
有酸素運動や社交的な生活の保持が、予防に
効果があるという報告もあり、健康で活動的
な生活を心がけることが大切です。（図2）

予防方法はありますか？Q A

第 23 号　2017.09 ４Kumamoto University Hospital News

図 2

図 1

認知症の予防で効果が期待されている事

熊本大学医学部附属病院  認知症専門外来の認知症診断内訳

アルツハイマー病

脳血管性認知症
レビー小体型認知症

47％

13％

12％

10％

5％

その他
　9％

前頭側頭葉変性症

皮質基底核変性症
進行性核上性麻痺 1％

正常圧水頭症 3％

●1時間程度の有酸素運動（散歩など）の毎日の継続
　運動がネプリライシンというAβ分解ホルモンを増加させることが報告されて
　いる。
●孤立しない社交的生活の維持
　豊かな環境下の方が、発症・進行ともに遅れることが報告されている。
●糖尿病や高血圧症予防の生活
　糖尿病は境界例も含めると健常者の4.5倍の発症率。高血圧は縦断研究で関連
　報告あり。低糖・低炭水化物食、減塩食など中年期から予防に努めることが認知
　症予防へつながる。
●睡眠効率の高い生活
　昼寝は30分以内。長い午睡やうとうとと長い時間し続けるのはよくない。日中
　覚醒・夜間良眠のリズム保持が重要。
●特定の食事　※効果の検証は不十分
　カレーのウコン、青魚（サバなど）のDHA、カテキン、ビタミンE、ザクロジュー
ス、　赤ワインなどがAβを減少する報告あり。



がんセンター

　当院は都道府県がん診療連携拠点病院であ
り、熊本県の腫瘍センターとしての機能が期待さ
れています。その背景から、以下の4つのセンター
からなる「がんセンター」が設置され活動しており
ます。
　１）外来化学療法センターはベッド12台、リク

ライニングシート6台を備え、外来での抗がん
剤治療が安全かつ有効に行なわれるように努
めています。2）がん相談支援センターでは、治
療や症状の相談、経済的問題、就労・就学支
援、地域との連携といった多岐にわたる相談
に対応しています。3）緩和ケアセンターでは、
がん患者・その家族に対して、身体的な症状の
みならず精神的・社会的な問題や苦痛に対し
て、日常生活を少しでも改善できるよう様々な
職種がチームとして活動しています。4） がん
登録センターは当院の院内がん登録を推進
し、収集したデータを集計の上、診療へ役立て
るとともに国や県へのデータ提供を行ってい
ます。

眼　科

　外界からの情報の約80％は眼から入ってくる
といわれています。視覚障害は人生の質
（Quality of Life；QOL）を下げる大きな障害にな
ります。高齢化の進行にともない白内障や失明に
つながる緑内障や加齢黄斑変性などの疾患が増
加してきており、失明を防ぎQOLを向上するため

にますます眼科医の果たす役割は大きくなっ
てきています。
　当科では疾患ごとに網膜、糖尿病網膜症、
斜視・弱視、未熟児網膜症、ぶどう膜炎、緑内
障、神経眼科、ロービジョンなどの専門外来が
開設されており、それぞれの担当医が最新の
検査や治療を取り入れ診療を行なっていま
す。最近、高齢化により増加している加齢黄斑
変性などに対する抗血管内皮増殖因子
(VEGF)薬硝子体注射や光線力学的療法にも
積極的に取り組んでいます。また、地域の中核
病院として特に高度の手術技量と先進設備を
必要とする失明性眼疾患である難治性の網膜
疾患や緑内障に対する手術治療、難易度の高
い白内障手術も積極的に行なっています。

▲谷原秀信教授

▲外来化学療法センター
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各診療科・部門についてご紹介いたします。各診療科・部門についてご紹介いたします。
診療科・部門

紹  介



看護部だより
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医療依存度の高い患者の在宅療養に向けた看護能力育成事業

　看護部では、平成27年度より、熊本県の委
託を受けて「医療依存度の高い患者の在宅療
養に向けた看護能力育成事業」を実施してい
ます。
　この事業の目的は、地域包括ケアシステム構
築のために、どのような病期（急性期、慢性期、
在宅等）においても、患者様が望む場所で医療
の提供を受けられるように、看護職が医療依
存度の高い患者様に対応できる能力を習得す
ることです。熊本県内の医療機関、在宅看護に
関わる施設等の看護職員を対象に実施してい
ます。
　事業は、主に「研修会の開催」、「臨床実習の
実施」、「実践現場へのアドバイザー派遣」の３
本柱によって構成し、研修会には27年度に175
名、28年度に269名の看護職の方々が参加さ
れました。
　事業３年目となる今年度は、「研修会の開
催」、「臨床実習の実施」、「在宅に従事する看
護職からの相談対応」を行います。
　「研修会」は、専門看護師や認定看護師が講
師として、「人工呼吸器管理が必要な患者」、
「終末期のがん患者」、「慢性疾患を持つ患者」
を想定した研修内容を実施します。他にも医
師や理学療法士、薬剤師、栄養管理士による
講義や、教育支援室看護師による「シミュレー
ション研修」も実施予定です。（図1）

　「臨床実習」は、受講者の希望により、実習内
容・期間・場所を設定して行います。「看護職か
らの相談対応」は、在宅に関連する看護職から
のご相談を当院看護部のホームページから受
けることができるようなシステムを整えました。
また、遠方のため研修に参加することができな
い看護職のために、今年度も必要に応じて出
張研修を行う予定です。
　ぜひ、多くの看護職の方々にこの事業を活用
していただけたらと思います。
　詳しくは、ホームページ※をご確認ください。
 

※医療依存度の高い患者の在宅療養に向けた看護能力育成事
業HP　http://www.kumamoto-u-kango.com/specialists/
izon01.html

図 1 研修内容

がん患者 人工呼吸器装着患者 慢性疾患を持つ患者 シミュレーション 特別講義

1．心身のアセスメントスキル

2．皮膚障害への対応

3．放射線療法看護

4．化学療法看護

5．麻薬管理

1．脳卒中後の管理とケア

2．糖尿病管理とケア

3．慢性心不全の管理とケア

4．慢性呼吸不全の管理とケア

1．口腔ケアの基本

2．浣腸・摘便・直腸内与薬

3．経管栄養（経鼻、胃瘻）

4．吸引（口腔内・鼻腔内）

1．摂食・嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ気管切開の管理

2．地域におけるHIV看護

3．安全な移乗

4．在宅における薬剤管理

5．在宅における栄養管理

6．在宅における口腔管理

1．人工呼吸器の仕組み

2．人工呼吸器関連ケア

3．感染予防

4．家族アセスメント

5．心身のアセスメントスキル

6．安楽なポジショニング

7．皮膚障害への対応

8．新生児の人工呼吸器管理とケア

訪問看護
ステーション

ホームドクター

在　宅

急性期病院

回復期病院

慢性期病院



◎印（外来診療日参照）の日は初診も再診も行なっております。⑤ 診察日

土曜、日曜、祝日、振替休日および年末年始 （12月29日 ～ 1月3日）④ 休診日

8：30 ～ 17：15③ 診療時間

① 受付時間 初 診 8：30 ～11：00 ／ 再 診  8：30（再来受付機 8：15） ～ 17：15 ※再診受付開始は、当日最初の診察・検査の予約時間の1時間前からです。

8：30 ～ 17：15② 予約受付時間

⑥ 通常の診療以外に次の相談、検診を行なっております。 ■ 禁煙外来（呼吸器内科）

■ 検査カフェ（中央検査部）

■ セカンドオピニオン（全診療科）

■ 脳ドック（脳神経外科）

■ 乳がん検診（乳腺・内分泌外科） ※現在休止中

■ 検査知外来（中央検査部） ■ 不妊相談（産科）

　熊大病院は高度医療を提供する「特定機能病院」として厚生労働省から認証を

受けています。地域医療機関との分業を行なうため、原則としてかかりつけ医（他

の医療機関）の紹介状が必要です。 円滑な診療のために紹介状をご持参くださ

い。 紹介状がない場合でも受診できますが、初診の際に「保険外併用療養費（選定

療養）」として５，４００円（自費、平成２７年３月現在）をご負担いただきます。

『熊本駅』からバスに乗車、『大学病院前』下車

熊本大学医学部附属病院
〒860-8556 熊本市中央区本荘1丁目1番1号 TEL（096）344-2111（代）

FAX（096）373-5906http://www.kuh.kumamoto-u.ac.jp/

『交通センター』からバスに乗車、『大学病院前』下車

『阿蘇くまもと空港』からリムジンバスに乗車、『交通センター』下車
『交通センター』からバスに乗車、『大学病院前』下車　所要時間 40分

九州自動車道 熊本インター出口
国道57号線を熊本駅方面（産業道路）へ右折　所要時間 ２0分

※2017.09.01 現在 院内案内外来診療日

所要時間10分JR熊本駅

交通センター

熊大病院

熊大病院所要時間10分

※予約について、お尋ねになりたい場合は、下記にご連絡ください。

外来予約センター　TEL 096-373-5973

診療科名

B1階

２ 階

外
来
診
療
棟

１
階

中
央
診
療
棟

月 火 水 木 金

● 診療日一覧（初診・再診＝◎、初診＝初、再診＝再、特殊再診

　＝特再、不妊外来＝不外、不妊相談・生殖医療カウンセリン

　グ＝不生、休診日＝休）
●  脳神経外科の初診は紹介状が必要です。
●  全診療科完全予約制です。再診受付開始は、当日最初の診察

　・検査の予約時間の1時間前からです。
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循環器内科

心臓血管外科

総合診療科

神経内科

整形外科

脳神経外科

麻酔科・緩和ケア

小児外科・移植外科

小児科

糖尿病・代謝・内分泌内科

乳腺・内分泌外科

病理診断科

血液内科

膠原病内科

腎臓内科

呼吸器内科

消化器内科

呼吸器外科

消化器外科

皮膚科

形成・再建科
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眼科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
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阿蘇くまもと空港
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市役所

熊本大学
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浄行寺

至合志市

水道町
白川大

甲
橋

坪
井
川

長
六
橋

代
継
橋

産業道路

豊肥本線

熊本城

至福岡 至福岡至大分
至博多

至鹿児島

至鹿児島
至宮崎 ・鹿児島

熊本市電

熊大薬学部

南熊本駅

新
水
前
寺
駅

東
海
学
園
前
駅

水
前
寺
駅

平成駅

至熊本駅
至熊本空港

産業道路

MR・CT

救急
外来

100番 （旧）内科

時
間
外
出
入
口（
お
見
舞
）

西病棟
東病棟

外来診療棟

中央診療棟

福利厚生棟

設備管理棟

基礎医学
研究棟

白 川

山
崎
記
念
館

正門

正面玄関

食堂

透視室
撮影室

医学教育
図書棟

医学総合
研究棟

臨床医学研究棟

旧医学部臨床研究棟

管理棟
建物取壊し工事中建物取壊し工事中

外来棟への歩行者導線
外来棟への歩行者導線
（※7：30以前通行不可）

心臓血管外科、HCU、呼吸器外科

【西病棟】 【東病棟】

ICU、血液浄化療法部

脳神経外科、神経内科、SCU

消化器外科、神経内科

神経精神科

栄養相談室、防災センター

R I

総合周産期母子医療センター（産科、MFICU）

腎臓内科、糖尿病・代謝・内分泌内科、

画像診断・治療科、放射線治療科、呼吸器内科
9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

10F

11F

12F 院内学級、多目的室、患者図書室
耳鼻咽頭科・頭頸部外科、

血液内科、膠原病内科

泌尿器科、皮膚科・形成再建科

小児外科・移植外科、小児科、

緩和ケア病床

小児科、総合周産期母子医療センター

（NICU、GCU）

血液内科、膠原病内科 呼吸器内科、呼吸器外科、感染病床

歯科口腔外科、泌尿器科

眼科、循環器内科、糖尿病病床

婦人科、乳腺・内分泌外科

循環器内科、CCU、心臓血管外科

消化器外科

消化器内科

整形外科、救急・総合診療部

薬剤部、売店、理容室、美容室

病棟案内
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